
赤松金芳著「新訂和漢薬」より

⽣薬名 梅⾁（⽩梅）

新訂和漢薬　記載⾴ 369

基源 サクラ科ウメ Prunus mume. S. et.  Z. の根，葉，花，果実．

部位 根; 
葉; 
花; 
未熟果実燻製(烏梅): 去核炒 [福⽥⽅]; 
果実醃蔵(⽩梅); 
種⼦(梅核仁)．

作⽤ 果実醃蔵 (⽩梅): 
無毒．⽌⾎ [証類本草, 本草網⽬]，除痰 [本草網⽬]，祛邪，消熱，開欝，潤渇 [多識編]．

応⽤ 果実醃蔵 (⽩梅): 
悪⾁，刺⾁，痣，⼑箭傷 [証類本草, 本草網⽬]，中⾵，驚癇，喉痺，⽛関緊閉，瀉痢，煩渇，震乱吐下，
下⾎，⾎崩，乳疽，癰疽，酒毒，喉咽腫痛，⾷毒，悪瘡，熱眼腫痛，代指 [多識編]．

処⽅ 果実醃蔵 (⽩梅): 崑崙散〔⼝瘡〕．

備考


